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例会日 ２０１２．３．１３ 累計 №１２１４ 当年 №３４ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

会長挨拶：星野義男会長 

皆さん、こんばんは。 

本日は４時半からサカイボウルさんを会場に親

睦委員の方からボウリング大会を企画して頂き

ました。おかげさまで、皆さん青春の１ページを

思い出すことができたのではと思っております。

サカイボウルさんのオープンした頃は、私も今よ

りだいぶ若かったわけですが、その頃さかいタクシーの社長さ

んとボウリング場があったらいいなとの思いつきがきっかけだ

ったように思います。 

サウスポーの私の当時の平均得点は１８０位でしたが、今日は

持久力に負けた成績でした。 

そんなところで、歳も歳ですが先週家族で大湯温泉に行きまし

て、晴天の中大湯のスキー場でリフトに乗ってみました。もち

ろんスキーで滑るという目的のもとであったはずですが、体が

思うように動かなく、転んだら起き上がるのに時間がかかり、

しまいには足をくじいたように痛みを感じ、悪戦苦闘の連続で

した。昔はボーゲン・ウェーデルンと様々滑れていたのですが、

今では頭と体が全くバラバラで、歳をとった自覚が薄かったも

のですからなおさら、体は確実に老いてきている事を思い知ら

されました。せめて心はマイナス２０歳で、無理をしないよう

に運動も仕事もやっていきたいと思っています。 

ありがとうございました。 

 

幹事報告：石川一昭幹事  

・２５６０地区米山奨学委員長より 

 米山カウンセラー研修会のご案内 

 日時 ２０１２年４月７日（土）11：30～ 

 会場 万代シルバーホテル 

 

野球部よりいよいよ甲子園への第１歩を踏み出すことになり

ました。3月 31日(土)午後 4時から三条体育文化

センターで練習を開始します。その後 18：00 か

らロイヤルホテルで新年会を行います。野球部員

以外の方もこぞってご参加下さい。 

 

 

 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長：カルヤン・バネルジー 

（インド・グジャラート） 

地区ガバナー：石本隆太郎 （新潟ＲＣ） 

 

三条北ＲＣ会長：星野 義男 

三条北ＲＣ幹事：石川 一昭               

三条北ＲＣＳＡＡ：丸山  勝 

                             

■出席状況 

・本日の出席：７０名中４５名 

              （内記帳１１名） 

・先々週の出席率：７０名中５５名 

７８．５７％ （前年同期７１．０１％） 

・２月の出席状況：会員数７０名  

例回数４回 

平均出席率７６．７９％ 

（前年同月 ７２．２７％） 

   

 

■本日の行事： 

「ボウリング大会＆夜例会」 

      
 

■先週のメークアップ：（敬称略） 

  ３月７日函館北ＲＣ  渕岡 茂 

     ８日小千谷ＲＣ  中條耕二 

     ８日加茂ＲＣ   山中 正 

         岡田 健、高橋彰雄 

   ８日三条東ＲＣ  星野義男 

           目黒由賀利 

    １２日市内４RC会長幹事会 

         早川瀧雄、坂内康男 

 

■本日の記帳受付：（敬称略） 

   三 条ＲＣ 斎藤弘文、浅野金治 

         小越憲康、中村和彦 

         高橋尚樹、加藤紋次郎 

         関川 博、藤田紘一 

   三条南ＲＣ 飯山勝義、馬場一敏 

         野島廣一郎、坪井正康 

         永桶俊一、星野健司 

         佐々木常行、広岡豊樹 

   三条東ＲＣ 木村淳子、栗山正男 

 

     
        

     

 

 

 

 例会日：火曜日 12:30 ～ 13:30 

例会場：三条ロイヤルホテル TEL 34-8111 FAX 34-8114 

事務局：三条市本町 3-5-25 三条ロイヤルホテル内  

TEL 0256-35-7160 FAX 0256-35-7488 

ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org ＡＤ：north@sanjo-nrc.org 

発行：三条北ロータリークラブ 会報委員会 
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■ロータリ財団ＢＯＸ：１３日現在累計３８２,０００円 

 

■米山奨学ＢＯＸ：１３日現在累計３１４,０００円 

阿部  勝子君 ご協力します。 

山崎  勲君 ノーコメント 

丸山 達夫君    〃 

中條 耕二君 誘われて米山へ 

羽賀 一真君 ボウリングとても楽しかったです。また開催してほしいです。 
石川 友意君 ＢＯＸに協力 

米山 忠俊君 今日は何十年ぶりにボウリングをしました。いい運動になりました。お陰で美味

しい酒が飲めそうです。親睦さんありがとう。 

馬場直次郎君 今日はボウリング大会を企画して貰いましてありがとうございました。大変楽し

い１日でした。 

 

■ニコニコＢＯＸ：１３日現在累計７５０,０００円 

大野 新吉君 雪の始末で肩を痛め、ボウリングで又々肩を痛め、気持ちは２０才（はたち）肉

体は７０才のジイサマ!! 

ＢＯＸ委員長岡田さんよりサカイボウルから拾って貰いロイヤルさんに到着。 

ナンマイダブツ～～～ 

武田 恒夫君 ボウリングの２ゲームがこれほど切なくなっとは・・・練習の２投はいずれもス

トライク。本番にとっておけばよかった。 

阿部  勝子君 今日のボウリング参加させて頂き楽しかったです。年齢を忘れました。ボックス

に協力いたします。 

早川 瀧雄君 ボウリング大会に参加しました。快い汗をかきました。 

岡田 大介君 ボウリング大会楽しかったです。親睦委員の皆さんありがとうございました。 

       追伸 優勝しちゃったみたい。ゴメンナサイ 

星野 義男君 ボックスに協力 

石川 一昭君   〃 

丸山  勝君   〃 

駒形   実君   〃 

石川 友意君   〃 

岡田  健君 ＢＯＸに協力ありがとうございます。 

 

 

 

会場：三条サカイボウル 参加数：２２名 （２ゲームトータル） 

優勝：岡田 大介 325 

          ２位：本田 芳久 298  成績発表＆表彰 

         ３位：平出冨士夫 298   

  

 

 

 

 

       

        

             

唯一参加してくれた 
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小林拓斗君に参加賞授与 

（おじいちゃんが代わって） 
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あの世の事情            笹原 壯玄 
 

「お元気？」 「久しぶりですね。」 

越後から新幹線で出て来たけど、雪国は例年になく大雪だけど、東京はいい天気だ。 

「今日は仕事？」 

「いや、仕事もあるけど、ちょっと」 

ある男女が２月初旬の銀座通りをぶらり歩いている。女はニーハイブーツにダウン

コートをはおっていて首筋にエルメスの春色のカレが良く似合っている。 

「今日はウィークデーだけど人が多いね」 

「田舎から出て来ると、東京はいつもと同じみたいだけど」 

「こっちは乾燥して埃っぽいから風邪に気をつけてね」と女性が言った。 

「最近、会ってないけど、親父は元気？」 

２人は日本橋の三越から高島屋、松屋、四丁目の三越辺りまでゆっくり歩いた。 

「日が長くなったけど、ちょっと薄暗くなって来たね」 

「疲れた」と男が言った。 

「じゃあ、ちょっと早いけど、近くで夕ご飯にする」 

「そうだ、いいね」 

「こないだ、夜景が美しい 47階の料理店を見つけたのよ」と言うや、女は手を挙げ

てタクシーを止めた。 

「運転手さん、新橋に行って、電通ビル知ってる？」 

「電通ビルか…！行った事あります」 

最上階のスカイラウンジ風のロケーションのいいレストランに二人は席をとった。

正面にベイブリッジが良く見えた。 

「ここ 47階のレストランは料理も美味しいけど夜景も奇麗だね」 

「久美子さん、あそこの遠くの方に飛行機が飛んでいるよ」 

「え～! あれはお星さまだよ」 

「ちがうよ あの光は動いているし、羽田空港の飛行機だよ」 

「そう！!」 

「ほら! 今、光の点が増えて４つが５つになった」 「……？」 

「それに動いてるし、着陸するのに、下の方に消えていったよ」 

「外ばっかりみてないで、少し食べたら」 

「あっ!着陸する飛行機が右から左の方に急に上がってきた。光が斜めに走っていっ

たよ」 

「わかったよ、信ちゃんの言うように光が増えたり減ったりするね」 

「久美子さん! 空も町も光でいっぱいで明るくていいね」 

「ところで信ちゃんは今年いくつになったの」 

「ボクは今、やっと 54歳になったばっかりだよ」 

「そう、もう、そんな歳?」 

「久美子さんはまだ 40歳になったばかりね、これから楽しまなきゃね」 

親父と結婚して１０年が経つ。親父は３回目の結婚で久美子と一緒になった。初婚

の妻が信一の産みの母である。その母とは生き別れで、２回目の母は死に別れ、久

美子とは３度目の結婚。 

「親父も７５歳になって、まだ元気だけど、久美子さんは親父のお墓に入るのかな」 

「そんな事、考えたことなかったけど、ちょっと変だね」 

「つまりだよ!お墓には２回目の母と、親父と久美子さんとそしてこの私が入ると４

人とも他人同士が一緒になると言うことになるね」 

「ホントね!!ちょっと、考えちゃうね」 

「近頃の世間事情はあの世も変えなきゃ！」「……？」  


